
東浦町地域公共交通会議
（東浦町）

令和７年度 地域公共交通確保維持改善に関する自己評価
（及び地域公共交通計画の評価結果） 概要（全体）

中部様式

2007年10月１日設置

2022年3月28日 東浦町地域公共交通計画策定
（計画期間:2022年4月～2027年3月）

2024年6月28日 東浦町地域公共交通計画改定
（計画期間:2022年4月～2029年9月）

評価対象の地域公共交通確保維持事業
・地域間幹線系統確保維持国庫補助金
・地域内フィーダー系統確保維持国庫補助金
・利便増進計画推進事業
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1.【Plan】協議会等が目指す地域公共交通の姿 2

(1)地域の特性と公共交通
人
口

48,050人
（2025年3月末:住民登録）

特
性

東側と西側に主要な市街地が形成され
たベッドタウン

公
共
交
通

• 東部はJR武豊線、西部の町境付近は名鉄河和線
が南北に運行

• その間に広がる鉄道空白地域を繋ぐように町
運行バス「う・ら・ら」が運行

• 北部の森岡台とJR大府駅を結ぶ知多バス「大府
線」、東ヶ丘団地と名鉄巽ケ丘駅を結ぶ
「東ヶ丘団地線」が運行

(3)計画の基本方針

1
「もっと使いやすいものに」
主な目的地に行きやすい公共交通サービスの確保
や、わかりやすく、使いやすい環境を整える取り
組みを推進する。

2
「もっと使いこなせるように」
公共交通の周知・体験会等の機会を拡充し、住民、
地域にとって、公共交通が身近になることで、活
発な交流を促す取り組みを推進する。

3
「ずっと使い続けられるように」
公共交通を将来にわたって確保・維持し、住民生
活を支える地域の足を守る取り組みを推進する。

JR尾張
森岡駅

JR緒川駅

JR石浜駅

JR東浦駅

名鉄八幡
新田駅

名鉄
巽ケ丘駅

(2)東浦町の公共交通が目指す姿
移動しやすく交流を生む
「おでかけ」環境の実現

2024年10月以降の概略路線図



1.【Plan】協議会等が目指す地域公共交通の姿 3

(4)基本方針と目標 (5)計画の目標を達成するために行う施
策
施策１ 「既存路線の利便性向上」

施策２ 「新たな公共交通の導入検討」

施策３ 「鉄道駅の賑わい創出」

施策４ 「公共交通の運賃支払い方法の
多様化」

施策５ 「情報発信で不安を解消」

施策６ 「MM等の手法を用いて人々の
意欲や行動を変える」

施策７
「地域と協力して、公共交通が
利用しやすくなるような状況を
つくる」

施策８
「部署横断的に役場一丸となっ
て、公共交通が利用しやすくな
るように取り組む」

※「計画の目標を達成するために行う施策」とは、
本計画の「基本方針」「目標」に基づき、実施す
る取り組みのこと。上記のとおり、大きく分けて
「８つの施策」を設定した。

目標１■■
公共交通の利用頻度の向上

目標２■■■
公共交通利用者数・利用台数

の増加
目標３■■■

「う・ら・ら」各路線・系統
の利用者数の増加

目標４■
駅勢圏半径800m、バス停勢圏半径
300mにおける人口カバー率の向上

目標５■
各地区（小学校区の代表バス停）か
ら主要地点・施設への「行きやす

さ」の向上
目標６■■

高齢者（65歳以上）の外出頻
度の向上

目標７■■
年代別外出頻度の向上

目標８■■
他人と会話や交流ができる”おでかけ
先”に「う・ら・ら」利用で行く人の

割合の向上
目標９■

高齢者（65歳以上）の運転免許
自主返納件数の増加

目標10■
最寄りバス停の認知度の向上

目標11■
「う・ら・ら」収支率の向上

方針１■
もっと使いやす
いものに

方針２■
もっと使いこな
せるように

方針３■
ずっと使い続け
られるように

東浦町の公共交通
が目指す姿

移動しやすく交流を生
む「おでかけ」環境の

実現



2.【Do】目標達成に向けた公共交通に関する主な具体的取組 4

1. 取組名称 「う・ら・ら」、路線バスの経路及びダイヤの見直し

2. 取組の概要

下記を中心とする、「う・ら・ら」の経路及びダイヤの見直しを実施した。
①環状線・東浦高校線（於大公園南経由）、⾧寿医療研究センター直行便を統廃合し、藤江
線、新田線、高校線を新設する。★（幹線・フィーダー補助受給系統）
②藤江線、新田線を名鉄巽ケ丘駅に乗り入れ、町内全地域から巽ケ丘駅へ行けるようにする。
★（幹線・フィーダー補助受給系統）
③「う・ら・ら」各路線の乗継利便性及び利用者層や時間帯ごとのニーズを意識したダイヤ
を設定する。
④知多バス「東ヶ丘団地線」の停留所や運賃を「う・ら・ら」に合わせる。
⑤ICカード決済の導入。

3.実施主体 協議会、町、バス事業者

4.実施日 2024年10月１日

5.効果
①名鉄巽ケ丘駅へのアクセス確保。
②東ヶ丘団地の運賃体系の統合と運行、ダイヤの充実。
③既存の輸送資源を利用実態や需要に合わせて再配分を行い、持続可能な交通体系を維持し
つつ、乗換の改善等総合的な利便性の維持・向上を図る。

6. 実施結果及び
考察

• 2024年度（2024年10月から2025年9月）の利用者数は247,973人であり、2023年度（2023
年10月から2024年9月）の利用者数260,878人と比べると12,905人減少している。これは、
ダイヤ改正に伴い、発着・乗継時間の変更により、ダイヤ改正前に利用していた便がな
くなったことなどを理由に、利用者が「う・ら・ら」から一定数離れてしまっているた
めだと考えられる。今後の利用者数の推移を注視するとともに、「う・ら・ら」がダイ
ヤ改正により便利になった点の周知を継続していく。



2.【Do】目標達成に向けた公共交通に関する主な具体的取組 5

取組名称 取組の概要 実施結果 実施結果の考察
回数券の共通利
用

民間バス・タクシーの精算
時に、「う・ら・ら」の回
数券１枚につき料金から
100円控除するもの。

2023年度の利用実績1,119
枚
2024年度の利用実績1,590
枚

知多バス東ヶ丘団地線
の停留所や運賃を
「う・ら・ら」に合わ
せ、利便性を向上した
ことで利用が増加。

地域に出向いた
乗り方教室の開
催（利便増進計
画推進事業）

高齢者や子どもを対象に、
時刻表の読み方やバスの乗
り方に関する勉強会である
バスの乗り方教室を実施。
この際に実車を用いて、運
賃の支払い方や乗車時のマ
ナー等を学ぶ。

地域の高齢者が集うサロ
ン、保育園、産業まつり
等で計12回開催。

サロンのメンバーで
「う・ら・ら」を利用
して出かけるなどの副
次的な効果があった。



2.【Do】目標達成に向けた公共交通に関する主な具体的取組 6

取組名称 取組の概要 実施結果 実施結果の考察
公共交通パンフ
レットの作成

公共交通の利用促進を目的
に、バス・タクシーの乗り
方や地域のおでかけスポッ
ト等を紹介するパンフレッ
トを発行。

2024年10月実施のダイヤ
改正を受けて、2025年３
月31日に第二版を発行し、
2025年４月号の広報に同
封し配布。

お出かけスポットを掲
載することで、公共交
通を利用してでかけて
みたいという声が多い。

「う・ら・ら」
の路線図・時刻
表の発行（利便
増進計画推進事
業）

2024年10月１日実施のダイ
ヤ改正を反映した時刻表を
作成し、全戸配布。

町内全戸約２万世帯に広
報と同時配布。

配布のみで効果検証は
できていないため、
今後の課題として効果
検証の方法を検討して
いく。

町職員向け路線
図・時刻表の見
方、及び経路検
索講習会の開催

新規採用職員を対象に、地
域公共交通について研修を
行った。

2024年度新規採用職員約
10名を対象に実施。

窓口対応の多い課の職
員も、住民に「う・
ら・ら」の利用につい
て説明している。



3.【Check】計画の目標の達成状況とその理由についての考察 7

目標 実績値 達成
状況 考察

目標２
公共交通利用者数・
利用台数の増加
■「う・ら・ら」

179,539人（2020年
度）
→265,000人（2029年
9月）

■「う・ら・ら」
253,152人／年（2024年度）対目標値 △11,848人

×
未
達
成

•2024年度と2023年度の比較か
ら、2024年度は2,506人減（1％
減）となっている。これは、
2024年10月に実施したダイヤ改
正に伴い、発着・乗継時間の変
更により、ダイヤ改正前に利用
していた便がなくなったことな
どを理由に、利用者が「う・
ら・ら」から一定数離れてし
まっていると考えられる。
•全体としては、コロナ禍であ
る2020年度以降利用者は増加傾
向にある。これは、コロナ禍の
落ち着きとともに外出機会が増
加したところに、「う・ら・
ら」の存在や利用方法等が浸透
した等、周知・利用促進策等が
一定の効果を上げたものによる
と推測される。目標値達成のた
め、2024年10月のダイヤ改正で
「う・ら・ら」の便利になった
点を積極的に周知していきたい。

2019 2020 2021 2022 2023 2024

利用者数 240,255 179,539 222,272 247,412 255,658 253,152

0
50,000

100,000
150,000
200,000
250,000
300,000利

用
者
数
（
人
）

町運行バス「う・ら・ら」利用者数

の推移（年度別）
目標値



3.【Check】計画の目標の達成状況とその理由についての考察 8

計画目標・評価指
標・目標値

達成状況 考察
2020 2021 2022 2023 2024

目標２
公共交通利
用者数・利
用台数の増

加

知多バス
「東ヶ丘
団地線」
利用者数
36,200人

31,722人 28,582人 31,783人 36,107人 41,222人 2024年10月から知多バス
東ヶ丘団地線の停留所や
運賃を「う・ら・ら」に
合わせ、利便性を向上し
たことで利用者数は増加
したと思われる。

知多バス
「刈谷中
部空港
線」
利用者数
55,000人

1,775人 2,399人 10,362人 18,532人 22,033人 コロナ禍の影響により
2020年度に利用が大幅に
減少。
コロナ禍の落ち着きとと
もに2022年度より回復に
転じているがコロナ前の
水準に至っておらず、目
標値を達成できず。

目標11
「う・ら・
ら」収支率
の向上

収支率
16.6%

9.6% 10.4% 12.0% 12.5% 11.5% ドライバー不足や燃料費
の高騰等によって運行委
託費が増額したため目標
値を達成できず。



3.【Check】地域公共交通確保維持事業の目標の達成状況とその理由についての考察 9

系統名 事業実施の適切
性

目標・効果達成状
況

考察及び事業の今後の改善点

⾧寿線
（幹線）

⾧寿線は、東浦町
と大府市の拠点間
を結ぶ路線であり、
通勤通学、買物、
通院等の日常生活
の移動手段を担う。

2024年度目標値
利用者数 56,100人
2024年度実績値
利用者数 49,420人

路線再編により休日ダイヤを導入し、18便
→休日16便としたため目標値に達しなかっ
たと思われる。今後も引き続き「あいち健
康プラザ」、「げんきの郷」といったおで
かけ先などを周知し、利用者への啓発と利
用促進に努めたい。

刈谷線
（幹線）

刈谷線は、東浦町
と刈谷市の拠点間
を結ぶ路線であり、
通勤通学、買物、
通院等の日常生活
の移動手段を担う。

2024年度目標値
利用者数 33,150人
2024年度実績値
利用者数 35,237人

路線再編により、18便→14便となったが、
刈谷線（刈谷駅南口行）の第１便に間に合
う各路線の設定や、乗継待機時間の短縮を
行ったことから、便数が減少した後も刈谷
線の需要が高く、目標値に達したと考えら
れる。刈谷豊田総合病院や刈谷駅へのアク
セスの他、鉄道や他市町のコミュニティバ
スへの乗り換えが可能な点も周知し、利用
促進に努めたい。

藤江線
（幹線）

藤江線は、東浦町
と知多市・阿久比
町の拠点間を結ぶ
路線であり、通勤
通学、買物、通院
等の日常生活の移
動手段を担う。

2024年度目標値
利用者数 73,950人
2024年度実績値
利用者数 76,028人

路線再編により新設した路線。今後も「乗
り方教室」等のイベントを積極的に実施し、
その中で、「う・ら・ら」が藤江線で名鉄
巽ケ丘駅に新たに乗り入れたことなどを周
知し、利用者への啓発と利用促進に努めた
い。



3.【Check】地域公共交通確保維持事業の目標の達成状況とその理由についての考察 10

系統名 事業実施の適切
性

目標・効果達成状
況

考察及び事業の今後の改善点

新田線
（幹線）

新田線は、東浦町
と知多市・阿久比
町の拠点間を結ぶ
路線であり、通勤
通学、買物、通院
等の日常生活行動
での移動手段を担
う。

2024年度目標値
利用者数 81,600人
2024年度実績値
利用者数 69,845人

路線再編により新設した路線。路線再編前
に目標値を設定したが、路線再編によって
実績値との間に大きな差が生じた。今後も
「乗り方教室」等のイベントを積極的に実
施し、その中で、「う・ら・ら」が新田線
で名鉄巽ケ丘駅及び知北平和公園に新たに
乗り入れたことなどを周知し、利用者への
啓発と利用促進に努めたい。

藤江線②
（フィー
ダー）

藤江線②は、主系
統を補完するとと
もに、新田線その
他の系統に接続し、
これらに乗り継ぐ
ための役割を担う。

2024年度目標値
利用者数 73,950人
2024年度実績値
利用者数 76,028人

路線再編前に地域でニーズ調査をしたとこ
ろ、主に藤江・生路地区で、名鉄巽ケ丘駅
へのアクセスの確保を希望する声が多かっ
た。路線再編によりニーズに対応した路線
となったため、目標値に達したと考える。



4.【Act】計画目標の達成に向けた今後の取組方針の作成 11

目標 達成状況を踏まえた今後の取組方針

目標２
公共交通利用者数・
利用台数の増加

• 公共交通の利用方法の周知や利用促進を目的とした「公共交通パンフレットの作成」
については、2024年度末に2024年10月の路線再編の内容を反映した第二版を発行。本
紙で「う・ら・ら」のほか、近隣の行政バス、民間バス・タクシーの乗り方を紹介し
たほか、おでかけスポットなども掲載した。また、公共交通に関心を持っていただく
きっかけづくりとして、町広報紙にも、おでかけプランを提案しており、今後も積極
的に「う・ら・ら」をはじめとした公共交通の利用を提案していきたい。

• 2024年10月に路線再編を実施しており、2025年10月以降の利用者数は前年同月と比較
すると増加傾向にあるため、利用が定着した方に向けても、今後はおでかけスポット
に実際に公共交通を利用して行く「乗り継ぎ旅」などを実施することで、積極的に利
用促進を図る。

• 2024年度に路線改正と利便増進計画の策定を行い、ニーズ調査で把握した課題に対応
したダイヤを設定することで、総合的な利便性の向上を図ったため、「う・ら・ら」
が便利になった部分を積極的に周知していきたい。

• 2022年10月から、民間バス・タクシーの利用促進を目的に「回数券の共通利用」を開
始した。回数券の利用枚数は、2025年３月末現在で、知多バスで440枚、タクシー事
業者で1,150枚だった。引き続き、乗り方教室の際などに周知活動を実施し、民間バ
ス・タクシーの利用促進に努める。

目標11
「う・ら・ら」収支率の向上

• 「地域に出向いた乗り方勉強会の開催」については、2024年10月のダイヤ改正に伴う
変更点を伝え、より多くの方に利用していただけるよう工夫する。

• 人件費や燃料費等の高騰から「う・ら・ら」の委託費の増額が続いている。利用者数
の状況を見ながら、運賃改定を検討する。

• 2024年10月以降交通系ICカード決済を導入したため、ICカードの利用状況から乗降
データを分析することで、利用促進に努める。

• 有料広告の事業を積極的に宣伝する。



5.直近2年間の二次評価の活用・対応状況 12

年度 二次評価結果 事業評価結果の反映状況
（具体的対応内容） 今後の対応方針

前
回

・「う・ら・ら」の路線・ダイ
ヤ改変後の利用状況や利用者の
声を把握し、必要に応じ適宜見
直しを行う等、PDCAを継続的に
実施し、より利便性の高い公共
交通網の構築に繋がることを期
待します。

利用者数の推移は日ごろから確
認しており、乗り方教室等の機
会に利用者の声を把握するよう
にしている。これらの情報から、
より利便性の高い公共交通網の
構築に繋がるよう、分析してい
る。

引き続き利用状況の確認及び
分析を継続する。

「乗り方教室」の実施や「公共
交通パンフレット」の配付等、
公共交通の啓発と利用促進に繋
がる施策を、地域と連携して継
続的に取り組まれることを期待
します。

「乗り方教室」の実施や「公共
交通パンフレット」の配付等、
公共交通の啓発と利用促進に繋
がる施策を継続して実施してい
る。

引き続き公共交通の啓発と利
用促進に繋がる施策を継続し
て実施する。

前
々
回

※前回:2025年3月25日、前々回:○年○月○日
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東浦町地域公共交通計画の実施スケジュール

地域公共交通会議開催状況

開催日 主な議題

2024年度第
１回 2024年５月21日 • 「う・ら・ら」年度別利用状況及び乗車人数

• 「う・ら・ら」2023年度事業報告及び決算報告

2024年度第
２回 2024年12月20日

• 「う・ら・ら」ダイヤ改正後の利用状況及び乗車人数
• 地域公共交通計画の評価
• 東浦町地域公共交通会議設置要綱の改正について

2024年度第
３回 2025年３月25日 • 2025年度東浦町地域公共交通会議予算及び2025年度東浦町地域公共交通会議事業計画

• 「う・ら・ら」利用者数累計達成イベントについて

2025年度第
１回 2025年５月23日

• 「う・ら・ら」年度別利用状況及び乗車人数
• 「R８事業年度地域公共交通計画（フィーダー系統確保維持事業）の認
• 定申請について」及び「R８事業年度地域公共交通計画（地域間幹線系
• 統確保維持事業）の認定申請について」

地域公共交通会議

関連行事

プロセス指標を

用いた

施策達成状況の

評価

アウトカム指標を

用いた

目標達成状況の

評価

第1

四半期

第2

四半期

第3

四半期

第4

四半期

第1回

■

第2回

■

第3回

■

確保維持

改善計画

◆
◆

◆

確認

●

確認

●

●

●

確認

●

確認

●

●

●

令和6年（2024）度

次年度事業内容の

確認・見直し

次年度予算要求への反映

次年度事業内容の

確認・見直し

次年度事業内容の

次年度予算要求

第三者評価委員会

■

■

■

■

次年度予算要求への反映


